
「社会保障・税一体改革大綱」が
目指す将来像とその検証

平
成
２４
年
２
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「
社
会
保
障
・
税
一
体

改
革
大
綱
」
は
、
我
が
国
が
直

面
し
て
い
る
課
題
と
そ
の
対
応

策
に
つ
い
て
網
羅
的
に
言
及
し

て
い
る
点
に
お
い
て
大
変
意
義

深
い
提
案
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
現
在
わ
が
国
が
直
面
し
て

い
る
３
つ
の
課
題
、
社
会
保
障

財
源
の
確
保
、
財
政
の
健
全

化
、
経
済
成
長
に
つ
い
て
、
一

体
と
し
て
取
組
む
こ
と
を
提
言

し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

直
面
し
て
い
る
こ
れ
ら
の
課
題

は
、
国
家
の
基
盤
を
揺
る
が
す

ほ
ど
に
大
き
く
、
根
本
的
な
問

題
解
決
に
結
び
つ
い
て
い
る
の

か
大
い
に
疑
問
が
あ
る
。

Ⅰ

解
決
す
べ
き
問
題
の
所
在

�
社
会
保
障
財
源
の
確
保

国
民
年
金
法
の
平
成
１６
年
度

改
正
に
よ
り
、
基
礎
年
金
の
国

庫
負
担
割
合
が
２
分
の
１
に
引

き
上
げ
ら
れ
、
平
成
２１
年
度
以

降
臨
時
財
源
や
復
興
債
に
よ
る

穴
埋
め
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

恒
久
的
な
安
定
財
源
の
確
保
に

目
途
が
立
っ
て
い
な
い
。
平
成

２１
年
度
税
制
改
革
法
附
則
第

１
０
４
条
に
お
い
て
「
遅
滞
な

く
、
か
つ
、
段
階
的
に
消
費
税

を
含
む
税
制
の
抜
本
的
な
改
革

を
行
う
た
め
、
平
成
２３
年
度
ま

で
に
必
要
な
法
制
上
の
措
置
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
。
」
と
の

一
文
を
盛
り
込
ん
だ
の
は
、
こ

れ
を
受
け
て
の
も
の
で
あ
る
。

�
財
政
の
健
全
化

我
が
国
の
財
政
は
、
税
収
が

歳
出
の
半
分
し
か
賄
え
な
い
異

常
な
状
態
が
続
い
て
い
る
。
歳

出
は
社
会
保
障
費
を
含
む
政
策

的
経
費
と
国
債
の
利
払
費
に
分

け
ら
れ
る
。
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ

ラ
ン
ス
の
均
衡
は
、
歳
出
の
う

ち
の
政
策
的
経
費
を
税
収
等
の

歳
入
と
一
致
さ
せ
る
こ
と
を
意

味
し
、
国
債
の
利
払
費
を
含
め

た
財
政
収
支
の
均
衡
へ
の
通
過

点
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
現

状
で
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
均
衡
の
道
筋
す
ら
描
け
て

い
な
い
。

�
経
済
成
長
戦
略

国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た

め

に

は
、
雇

用
、
出

産
・
育

児
、
環
境
、
教
育
、
医
療
、
老

後
の
安
心
な
ど
が
維
持
さ
れ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
な
か
で

も
、
雇
用
は
、
出
産
・
育
児
、

教
育
、
医
療
、
老
後
の
安
心
に

結
び
つ
く
も
の
で
あ
り
、
最
優

先
で
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
国
民
の
雇
用
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
経
済
を
成
長
さ

せ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、

経
済
成
長
の
道
筋
を
明
確
に
す

る
必
要
が
あ
る
。

�
経
済
成
長
と
財
政
健
全
化
の

関
係

財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て

は
、
経
済
が
成
長
す
れ
ば
、
税

収
が
増
加
し
、
財
政
が
自
動
的

に
健
全
化
す
る
と
い
う
考
え
方

が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本

大
綱
は
こ
の
よ
う
な
前
提
に
立

っ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
①

経
済
成
長
に
よ
り
歳
入
は
増
加

す
る
が
同
時
に
歳
出
も
増
加

し
、
両
者
の
伸
び
率
の
差
は
そ

れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
、
②
歳
出

規
模
に
対
し
て
歳
入
規
模
が
小

さ
い
た
め
に
、
歳
入
の
伸
び
率

が
歳
出
の
伸
び
率
よ
り
大
き
く

て
も
、
金
額
と
し
て
は
歳
入
の

伸
び
は
歳
出
の
伸
び
に
比
し
て

小
さ
く
な
り
、
財
政
収
支
の
改

善
が
も
た
ら
さ
れ
な
い
可
能
性

が
あ
る
、
③
少
子
高
齢
化
の
進

展
に
よ
り
経
済
成
長
に
関
係
な

く
歳
出
の
自
然
増
が
常
に
存
在

す
る
、
以
上
の
理
由
か
ら
、
経

済
成
長
に
伴
う
増
収
が
財
政
収

支
の
改
善
に
与
え
る
効
果
は
限

定
的
で
あ
り
、
経
済
成
長
だ
け

で
財
政
を
健
全
化
さ
せ
て
い
く

こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
の
考
え

方
に
立
っ
て
い
る
（
平
成
２３
年

１２
月
財
政
制
度
等
審
議
会
財
政

制
度
分
科
会
報
告
「
財
政
の
健

全
化
に
向
け
た
考
え
方
に
つ
い

て
」
）
。

Ⅱ

大
綱
が
目
指
す
将
来
像

�
人
口
構
成
の
変
化
と
社
会
保

障
制
度
の
維
持

国
民
皆
保
険
・
皆
年
金
と
い

っ
た
現
行
の
我
が
国
の
社
会
保

障
制
度
は
、
戦
後
の
経
済
成
長

に
支
え
ら
れ
、
１
９
６
０
年
代

に
そ
の
基
本
的
枠
組
み
が
整
備

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
１
９
６

０
年
次
に
お
け
る
６５
歳
以
上
の

人
口
割
合
は
７
・
１
％
で
あ
っ

た
の
に
対
し
て
、
２
０
０
９
年

次
に
は
２２
・
７
％
に
ま
で
上
昇

し
て
お
り
、
将
来
推
計
で
は
、

２
０
２
５
年
次
３０
・
５
％
、
２

０
５
０
年
次
３９
・
６
％
に
上
昇

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る

（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
「
人
口
の
動
向
―
人
口

統
計
資
料
集
２
０
１
１
―
」
）
。

人
口
構
成
が
こ
の
よ
う
に
大
き

な
変
化
に
直
面
し
て
い
る
状
況

に
お
い
て
も
、
大
綱
で
は
、
現

行
の
社
会
保
障
制
度
の
基
本
的

枠
組
み
を
国
民
の
共
有
財
産
と

し
て
維
持
す
る
こ
と
を
基
本
姿

勢
と
し
て
い
る
。

�
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保

と
財
政
健
全
化
の
同
時
達
成

大
綱
で
は
、
社
会
保
障
制
度

の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
観

点
か
ら
、
ま
た
、
財
政
健
全
化

の
観
点
か
ら
、
給
付
・
負
担
両

面
で
、
人
口
構
成
の
変
化
に
対

応
し
た
世
代
間
・
世
代
内
の
公

平
が
確
保
さ
れ
た
制
度
へ
の
改

革
を
提
言
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
給
付
面
で
は
、
世
代
間
の

公
平
を
確
保
す
る
た
め
、
高
齢

者
に
対
す
る
社
会
保
障
の
み
な

ら
ず
、
子
ど
も
・
子
育
て
世
代

へ
の
支
援
や
若
年
層
の
就
職
支

援
等
を
含
む
幅
広
い
社
会
保
障

制
度
の
構
築
を
提
言
し
て
い

る
。
ま
た
、
負
担
面
で
は
、
社

会
保
障
費
の
相
当
部
分
を
将
来

世
代
の
負
担
に
つ
け
回
し
て
い

る
現
状
を
改
善
す
る
た
め
、
さ

ら
に
は
、
毎
年
１
兆
円
規
模
の

自
然
増
が
不
可
避
と
な
る
社
会

保
障
費
を
賄
う
た
め
、
世
代
を

通
じ
て
幅
広
く
国
民
が
負
担
す

る
で
あ
ろ
う
消
費
税
の
税
率
を

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
世
代

内
で
も
、
負
担
能
力
に
応
じ
た

負
担
を
強
化
す
る
た
め
所
得
税

の
累
進
構
造
を
強
化
す
る
こ
と

を
提
言
し
て
い
る
。

�
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度

の
構
築
と
経
済
成
長
の
実
現

大
綱
で
は
、
持
続
可
能
な
財

政
と
社
会
保
障
制
度
の
構
築

が
、
需
要
・
供
給
の
両
面
で
、

経
済
成
長
に
寄
与
す
る
機
能
を

有
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
保
障
・

税
一
体
改
革
に
よ
り
、
社
会
保

障
費
の
安
定
財
源
を
確
保
し
、

安
心
で
き
る
社
会
保
障
制
度
を

構
築
し
て
い
く
こ
と
は
、
国
民

の
将
来
の
不
安
を
払
拭
し
、
新

た
な
需
要
や
雇
用
を
創
出
す
る

こ
と
か
ら
、
消
費
や
経
済
活
動

の
拡
大
に
結
び
付
き
、
経
済
成

長
の
基
盤
と
な
る
と
し
て
い

る
。
従
来
、
非
効
率
な
公
共
事

業
中
心
の
経
済
政
策
が
、
経
済

の
活
力
と
財
政
を
悪
化
さ
せ
、

ま
た
、
行
き
過
ぎ
た
市
場
原
理

主
義
に
基
づ
く
生
産
性
重
視
の

経
済
政
策
が
、
失
業
と
デ
フ
レ

を
進
行
さ
せ
た
と
の
反
省
に
立

ち
、
経
済
社
会
が
抱
え
る
課
題

の
解
決
を
新
た
な
需
要
や
雇
用

創
出
の
き
っ
か
け
と
し
、
そ
れ

を
成
長
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る

考
え
方
が
背
景
に
あ
る
（
平
成

２２
年
６
月
「
新

成

長

戦

略
―

「
元
気
な
日
本
」
復
活
の
シ
ナ

リ
オ
―
」
）
。

Ⅲ

大
綱
に
欠
落
し
て
い
る
視
点

�
国
家
戦
略
と
し
て
の
人
口
政

策
の
欠
如

大
綱
で
も
、
少
子
高
齢
化
に

よ
る
人
口
構
成
の
変
化
が
社
会

経
済
に
及
ぼ
す
影
響
を
懸
念

し
、
少
子
化
対
策
へ
の
取
組
み

に
言
及
し
て
は
い
る
。
す
な
わ

ち
、
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
や

す
い
社
会
を
構
築
す
る
た
め
、

０
〜
２
歳
児
保
育
の
量
的
拡
大

等
に
よ
る
待
機
児
童
の
解
消
、

延
長
保
育
・
放
課
後
保
育
ク
ラ

ブ
の
充
実
の
た
め
の
地
域
支

援
、
こ
ど
も
園
の
創
設
な
ど
総

合
施
設
を
通
じ
た
幼
保
一
体
化

事
業
の
実
現
等
を
提
言
し
、
平

成
２７
年
度
の
公
費
所
要
額
を

７
０
０
０
億
円
程
度
と
見
込
ん

で
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
提
言
に
は
、

国
家
戦
略
と
し
て
の
人
口
政
策

の
視
点
が
欠
落
し
て
い
る
。
国

の
人
口
と
人
口
構
成
が
今
後
ど

の
よ
う
に
変
化
す
る
か
を
推
計

し
、
そ
れ
を
是
正
す
る
必
要
が

あ
る
か
を
判
断
し
、
是
正
す
る

必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合

に
ど
の
よ
う
な
形
で
是
正
す
べ

き
か
を
考
え
る
こ
と
、
す
な
わ

ち
、
人
口
政
策
の
立
案
と
そ
の

実
現
に
向
け
て
の
取
組
み
は
、

国
家
を
維
持
さ
せ
る
上
で
、
必

要
不
可
欠
な
政
策
で
あ
る
。
第

１
次
世
界
大
戦
後
の
大
正
不
況

期
に
生
じ
た
米
騒
動
は
、
多
産

に
よ
る
貧
困
・
人
口
過
剰
に
そ

の
原
因
が
あ
る
と
し
て
、
産
児

調
節
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
ま

た
、
昭
和
１６
年
１
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
人
口
政
策
立
案
要

綱
」
で
は
、
太
平
洋
戦
争
に
至

る
人
的
資
源
確
保
の
た
め
、
人

口
増
加
政
策
が
と
ら
れ
、「
今

後
１０
年
間
に
婚
姻
年
齢
を
概
ね

３
年
早
め
る
と
共
に
、
１
夫
婦

の
出
生
数
５
児
に
達
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
計
画
す
る
」
こ

と
が
明
文
化
さ
れ
た
。
戦
時
下

の
「
産
め
よ
増
や
せ
よ
」
と
い

っ
た
強
引
な
人
口
増
加
政
策

は
、
個
人
の
尊
厳
を
無
視
す
る

も
の
で
あ
り
、
当
時
に
お
い
て

も
批
判
が
あ
り
、
ま
し
て
や
現

代
社
会
に
お
い
て
、
到
底
受
け

入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
家
戦
略
と

し
て
の
人
口
政
策
を
持
た
ず
、

人
口
と
人
口
構
成
の
変
化
を
静

観
す
る
こ
と
は
、
結
果
と
し
て

国
家
と
国
民
に
不
幸
な
結
果
を

も
た
ら
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね

な
い
。
個
人
の
尊
厳
に
配
慮
し

つ
つ
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
議
論

が
望
ま
れ
る
。

�
支
え
合
う
社
会
と
年
金
制
度

の
あ
り
方

我
が
国
に
お
け
る
老
後
の
生

活
保
障
制
度
は
、
明
治
初
期
に

創
設
さ
れ
た
海
軍
・
陸
軍
軍
人

恩
給
が
最
初
で
、
そ
の
後
一
般

官
吏
・
教
職
員
な
ど
公
務
に
従

事
し
た
者
を
対
象
と
す
る
恩
給

制
度
が
整
備
さ
れ
た
。
ま
た
、

明
治
３８
年
に
官
営
八
幡
製
鉄
所

や
民
間
の
鐘
紡
で
創
設
さ
れ
た

共
済
組
合
制
度
は
、
一
般
労
働

者
を
対
象
と
す
る
年
金
制
度
の

先
駆
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
昭

和
１６
年
に
労
働
者
年
金
保
険
制

度
が
創
設
さ
れ
、
我
が
国
の
公

的
年
金
制
度
が
誕
生
し
た
。
こ

れ
ら
の
制
度
は
、
い
ず
れ
も
労

働
力
の
保
全
強
化
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
労
働
者
年
金

保
険
は
、
昭
和
１９
年
に
厚
生
年

金
保
険
と
改
称
、
適
用
範
囲
の

拡
大
が
図
ら
れ
、
昭
和
３４
年
の

国
民
年
金
法
の
創
設
を
経
て
、

現
在
国
民
皆
年
金
が
実
現
し
て

い
る
。

大
綱
で
は
、
我
が
国
の
国
民

皆
年
金
が
、
世
界
に
誇
り
得
る

国
民
の
共
有
財
産
と
し
て
「
支

え
合
う
社
会
」
の
基
盤
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
を
維
持
・
強
化

す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い

る
。
老
後
の
生
活
保
障
と
し
て

の
国
民
皆
年
金
の
維
持
・
強
化

は
、
私
た
ち
国
民
一
人
一
人
が

望
む
も
の
で
も
あ
る
。
だ
が
、

こ
れ
を
維
持
す
る
た
め
の
負
担

が
あ
ま
り
に
大
き
す
ぎ
る
の
で

あ
れ
ば
、
負
担
の
た
め
に
国
民

は
疲
弊
し
、
本
末
転
倒
の
結
果

を
生
む
こ
と
と
な
る
。
年
金
制

度
は
も
と
も
と
労
働
者
を
対
象

と
す
る
制
度
で
あ
り
、
年
金
制

度
の
な
い
時
代
に
は
老
後
の
生

活
は
家
族
が
支
え
て
い
た
。
今

か
ら
後
戻
り
す
る
こ
と
を
考
え

る
の
は
現
実
的
で
は
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
年
金
制
度
の
歴

史
を
振
り
返
り
、
支
え
合
う
社

会
と
家
族
の
あ
り
方
を
考
え
る

こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
現
行
制

度
の
維
持
・
強
化
で
は
な
く
、

根
本
的
な
制
度
の
あ
り
方
ま
で

議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ

ど
、
状
況
は
ひ
っ
迫
し
て
い

る
。
消
費
税
率
を
５
％
引
き
上

げ
た
程
度
で
解
決
す
る
よ
う
な

問
題
で
は
な
い
。

�
重
点
課
題
の
明
確
化

大
綱
の
具
体
的
改
革
内
容

は
、
多
項
目
で
重
点
が
絞
ら
れ

て
い
な
い
。
最
優
先
す
べ
き

は
、
少
子
化
の
流
れ
を
食
い
止

め
る
こ
と
で
あ
る
。
出
産
と
子

育
て
は
結
婚
を
前
提
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
結
婚
は
将
来
に
わ

た
る
安
定
し
た
収
入
の
見
通
し

が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
で
き
る
。

医
療
・
介
護
分
野
も
含
め
て
、

若
年
雇
用
の
場
を
提
供
す
る
こ

と
こ
そ
が
最
優
先
に
取
り
組
む

べ
き
課
題
で
あ
る
。
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